
＜圏域内の市町村による取組事例＞

住民主体の介護予防の取り組み 弟子屈町
～ふまねっとサポーター「一九・三」（いっきゅうさん）～

＜取組の背景＞
本町は人口6,658人（高齢化率40.8％）北海道の東側に位置し、摩周湖（周囲長20km）、屈

斜路湖（周囲長57km）2つの湖を有する、面積774.5k㎡で生活の場が分散している地域である。
介護予防の取り組みにあたり、各地域で、年間を通じて集まりやすい環境と楽しく参加ができるメニューを

継続していくためには、住民主体であることが必要と考えた。

＜取組の内容＞
認定講習会等を受講した「ふまねっとサポーター」が町内の介護予防サークルや、申し込みがあった団体に

対してふまねっと運動の指導を平成18年度から実施。
地域包括支援センターでは、サポーターの活動が自主的に継続できるよう、総会への参加、事業について

の打ち合わせ、活動費の助成等必要な後方支援をしている。

＜工夫している点＞
総会（年1回）、定例会（月1回）の実施により、運動の指導内容や、交流会、サポーターのスキルア

ップや養成等、計画、実施を、ふまねっとサポーター「一九・三」が自主的に行っている。

＜実感している効果＞
介護予防に寄与すると共に、高齢者の活躍の場になっている。 住民が楽しく参加できる介護予防活動

の選択肢の一つとして継続されている。
執筆協力：弟子屈町

＜取組の様子＞
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